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３．水底放射能測定装置「みなそこ」の開発 

㈱環境総合テクノス 

  

 東日本大震災にともなって原子力発電所から環境中へ放出・拡散されてしまった放射

性物質は依然、深刻な問題となっている。 

陸上では放射能濃度を計測する機器はあるが、海底、湖底、ダム湖、ため池等の水底の

濃度を把握する有効な手段はない。そのため現在は堆積物を採取し、実験室に持ち帰っ

てゲルマニウム半導体検出器等で測定しており、リアルタイムでの濃度状況の把握は困

難な状況である。また時間、費用がかかり、精密な分布把握も困難である。 

そこで、船から耐水圧型放射能測定装置を垂下し、水底の放射能濃度をリアルタイムで

測定できる「水底放射能測定装置」（当社オリジナル機器名として「みなそこ」と命名）

を開発した。この装置を用いれば、現場において迅速で高密度な水底の濃度マップの作

成が可能となる。 

「みなそこ」を用いれば、水底土を掘削・引き上げすることなく、リアルタイムでセシ

ウム 134 およびセシウム 137 の濃度（単位は Bq/kg あるいは Bq/m2）を測定する

ことができる。 

「みなそこ」の特長は NaI(Tl)（ヨウ化ナトリウム結晶）が捕える水底土のガンマ線強

度から、放射能想定深さによるシミュレーション値と標準体積線源の実測結果に基づく

変換係数を用いて濃度を算出する点にある。ただし、放射能があるとする水底土の深さ

と土密度は想定値を用いる必要がある。 

なお、本システムは「放射能濃度測定システム」（平成 26 年 6 月 27 日特許出願

No.2014-132737／出願人：（株）環境総合テクノス）として、特許出願済みである。 



 



 


